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９月６日に発生した太陽フレアの影響

 9月6日(水)日本時間20:53に発生した太陽フレアは、標準的なものの約1,000倍の規模。11年ぶり、
1975年以降27番目の大きさ。

 7日(木)、NICTが緊急にプレスリリース、総務省及びNICTが関係事業者等に注意喚起。

 太陽フレアと同時に発生したコロナガスについて、8日(金)7:30頃に宇宙天気観測衛星DSCOVR
（NOAA（米海洋大気庁）、高度150万km）で衝撃波を確認。地球には8:30頃到来した模様。

 NICTは、8日(金)9時から15時にかけて電離圏嵐を観測。

発生した事象

黒点群2673

人工衛星SDO*で観測された太陽画像（左：可視光、右：紫外線）

*SDO: Solar Dynamics Observatory 太陽活動観測衛星3



NICT宇宙天気予報センター

国内の主なユーザ：衛星運用機関、航空関係機関、

電力事業者、短波利用機関、物理探査事業者、

大学・研究機関等学術機関、アマチュア無線 等

Webアクセス数: 16万件/月
e-mail登録数： 8,000件
Facebook、Twitterでも情報発信
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人工衛星のスペックを含めた
宇宙天気予報「テーラーメイド宇宙天気」

DRTS 衛星モデル静止軌道上電子
フラックスモデル

（JAXAと共同研究中）
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2012年7月23日に、キャリントン級のフレア

が発生。地球方向を外れたため影響はな
かった。

記録上最大の宇宙天気現象 －キャリントンイベント―

Regions Best Worst

米国、カナダ 13.8 16.4

スカンジナビ
ア、英国

2.9 3.7

独・仏・伊・
瑞・墺

7.4 9.5

欧州全体 10.2 13.2

日本 4.1 5.3

豪州 0.7 1.0

現在キャリントン級の現象が起こった時
の経済的損失の見積もり （単位：兆円）

Reference: SWISS Re,  Space Weather Workshop 
2014, April 8-11, 2014, Boulder US.

参考：東日本大震災の経済損失: 
10-25 兆円

1859年9月1-2日に発生したキャリントンイベントでは当時の最先端
技術である有線電信が大きな被害を受けた。
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米国は

宇宙天気を地震や津波と並べ、米国戦略的国家危機評価
（US Strategic National Risk Assessment）の一つとして検討
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• 2014年11月より Space Weather Operations, 
Research, and Mitigation (SWORM) タスク
フォースを立ち上げ以下の検討
• 国家宇宙天気戦略
（National Space Weather Strategy*）

• 宇宙天気アクションプラン
（Space Weather Action Plan）

• 2015年10月ホワイトハウスより発表
• 2016年10月宇宙天気対応加速の大統領令
• 2017年5月上院議会で宇宙天気特別予算承認
• 2017年6-7月研究成果と実利用の連携強化白

書発信予定（R2O2R plan；Extension order 
13744 of Oct. 13, 2016）

• 国際連携の枠組み“Space Weather as a 
Global Challenge”

米国の動向

“Space Weather as a Global Challenge‐2”
における講演模様（米国イタリア大使館）
2017年5月18日
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宇宙天気情報の航空運用への利用義務化

• 国際民間航空機関（ICAO)第3付属書：航空機の運行責任者等に提供しなければならない
気象情報を規定。

• 現在、宇宙天気情報を含めるよう第3付属書の改定が進められている。
• 2020年代には、宇宙天気情報が航空運用に不可欠な情報として使用される見込み

短波通信のみが可能な領域

航空
運用

短波
通信

衛星
測位

被ばく
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ICAO宇宙天気センター選出スケジュール

開始日 終了日 概要 担当者

2017年2月 2017年3月 宇宙天気情報センター意思表示の要望
についての国の書簡を発行

ICAO

2017年4月 2017年5月 宇宙天気情報センターの基準に合致す
る能力を示す国の書簡へ回答

センター候補
国

2017年6月 2017年7月 全てのセンター候補国のサイト訪問評価
を完了するようWMOへ要望

ICAO

2017年8月 2017年12月 世界宇宙天気情報センターの候補国の
サイト訪問評価および査定を実施

WMO

2018年1月 2018年2月 ICAOへ世界および地域宇宙天気情報

センターの候補国に関するレポートを提
出

WMO

2018年3月 2018年6月 世界宇宙天気情報センターの候補国の
適切な数を選出

ICAO

2018年6月 2018年7月 世界および地域宇宙天気情報センター
国を指名

ICAO

2018年7月 2018年11月 世界宇宙天気情報の作成・発信を開始 宇宙天気情報
提供者
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ICAO宇宙天気センターの要件

• 制度上、運用上、技術上および伝達・普及の基準につい
て要件が示されている。

• このうち最大の懸案事項は運用上の基準
– 24/7運用する能力を有すること
– 24時間中に90分を越える単一欠落を起こさない信頼性（欠落

平均時間）が99.9%のシステムであること
– 1年に4時間を超える単一停電を起こさない可用性（故障から

修理までの平均時間の関数として）が98.0%のシステムである
こと

– 2時間以内で95.0%の維持可能性（ある環境下である時間内に
システムあるいはシステムエレメントが回復可能なである確
率）のシステムであること

– 注：これらの基準は単一の宇宙天気情報センターが適切な冗
長化したシステムで達成、または複数の宇宙天気情報セン
ターによりバックアップ能力の適切な整備により達成
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ステートレターへの各国の対応

• エントリー 22か国
• 4か国（アルゼンチン、チリ、フィリピン、ベネズ

エラ）は実質キャンセル
• 欧州9か国（フィンランド、オーストリア、キプロ

ス、ドイツ、イタリア、オランダ、ポーランド、英
国）がコンソーシアムを組む（代表：フィンラン
ド）

• 査察対象は9か国＋1領域
– 豪州、ブラジル、カナダ、中国、フランス、日本、ロ

シア、南アフリカ、米国、欧州連合

• 10月24日、ICAOからWMOに査察対象国に査
察依頼が発信。
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ACSWA
（American Commercial Space Weather Association)

• 宇宙天気に関連する民間
企業の正式な連合体

• 2010年4月29日にコロラド
州Boulder開催のSpace 
Weather Workshop で設立
された

• 目的
– 宇宙天気情報およびサー

ビスの提供
– 政府機関への助言

– 国内外の商業宇宙天気の
代表機関

• 現在17社が所属
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